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スティーブン①スピルバーグ監督の映嘲「A」．」が  

2001年6月に公開されま した。人工知能（A。Ⅰ∴  

ArtiBcialIntelligemce）を持つ少年が主役の物語です。  

この映画がきっかけとなってかどうかわかりませんが，  

人工知能に関する研究も再びブームとなりそうです。  

人工知能に関する研究はずいぶん昔から行われており，  

コンピュータの急速な進歩により年々高度なことがで  

きるようになってきています。しかし，映画「A．Ⅰ。」  

に登場するような人間型ロボットが実現するまでには  

果てしない年月を要するようです中   

巡岡セールス問題をはじめ組合せ最適化問題もまた，  

どんなにコンピュータが進歩したとしても，厳密な最  

適解を見つけることが非常に困難な問題です。しかしサ  

ニのような困難な問題だからこそ新しい試みが生まれ，  

研究意欲を掻き立てる重要な問題であるといっていい  

でしょう。組合せ最適化の分野でも多様な（A．Ⅰ．  

的？）アプローチによってより良い解を求めていこう  

という新しいパラダイムが発展してきているのはこの  

ような背景があるように思えます。   

このような新しいパラダイムが発展してきている理  

由のもう－】川け－一Lつとして，組合せ最適化問題の非常に幅広  

いニー ズがあるからだと思います。オペレーション  

ズ◎リサーチで取り上げられている生産計画，スケジ  

ューリング，配送計痢，開発計画，投資計耐などは組  

合せ最適化問題の宝庫で，優れた解法は実用的かつ世  

の中のためになるものであることは皆さんご存知のこ  

とと思います。   

本書は組合せ最適化問題に対する最近のさまざまな  

解法（メタ戦略）をふんだんに盛り込んだ良い一冊で  

あると思います。メタ戦略をふんだんに盛り込んだだ  

けではなく，各手法の比較はもとより，各解法を組み  

合わせてさらに新しい解法を検証するなどアイディア  

に富んだ内容となっています。更に，この分野のサー  

ベイも十分にされているので，これからこの分野の研  

究を始める方にとっては大変参考になる内容となって  

います。   

さまざまなメタ戦略と一口で紹介しましたが，本書  

に出てくる手法をここで少しピックアップすると遺伝  

アルゴリズムをはじめ，アニーリング法，タブー探索  

法，欲張り法，大洪水手法など，名前だけでもおもし  

ろい解法がたくさん登場します。   

数理問題の著書には数式がたくさん出てくるので，  

アレルギー反応を示すという方にも，本書では図がた  

くさん盛り込まれており，難しい解法も1次元の単純  

な探索空間で理解できるように工夫されているので心  

配無用です。逆に，≡呪実問題を組合せ最適化問題とし  

て数学的に定式化する上でも非常に参考になると思い  

ますb   

また9 欄外ゼミナールには楽しい話題が多く，「な  

るほど9 そうだったのか！他の人にも敢えて打慢し  

よう」という気になります。講義やゼミでの話のネタ  

にもなることと思います咽 楽しいだけではなく，ベン  

チマークテストをする主二で必要なベンチマーク問題集  

や結米が掲載されているWWWサイト（URIJ）も紹  

介されているので，既にこの分野の研究をしている方  

にも研究の幅を広げる上で大変役に立つ一冊であると  

思、います巾 本書をきっかけに組合せ最適化問題の新し  

いパラダイムに挑戦する研究者が増えれば，またユニ  

ークな名前のついた手法が揖てくるかもしれません。   

冒頭で，映画「A」．」を取り上げ，人二に知能の研究  

についてふれましたが，人上知能の研究がコンピュー  

タを如何に人間に近づけるかというテ｝マを持ってい  

るのに対し，組合せ最適化問題の研究はコンピュータ  

が得意とする領域に人間の知恵を如何に導入するかと  

いうテーマを持っているような気がします。もしかす  

ると，映画「A．Ⅰ．」に登場する人間型ロボットが実現  

するよりも早く，天文学的な数の組合せの巾から，現  

実的な時間内に最適解を発見する夢のようなソフトウ  

ェアが開発されるかもしれません。そんな期待を抱か  

せる一個だと思います。  （平山克己）  
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